
日奈久住民自治会広報紙 おがまち日奈久ニュース 平成２８年１１月号 第８7号
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11月の行事から

日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成28年11月号
（第87号）
発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（9月末現在）
男1275人
女1597人
計2872人

(21年末3444人)

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て

来
年
４
月
、
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
移
行

第
34
回
地
域
づ
く
り
団
体

全
国
研
修
交
流
会
熊
本
大
会

11
月
11
日
～
13
日
、
県
下
各
地
で
開

催
、
八
代
ブ
ロ
ッ
ク
分
科
会
は
日
奈
久

ゆ
め
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
す
。

12
日
９:

00
～
11:

30
の
講
演
に
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

演
題
「
妙
見
祭
」
早
瀬
輝
美
学
芸
委
員

「
八
代
の
食
文
化
今
昔
物
語
」

河
野
京
子
（
料
理
研
究
家
）

＊
沖
縄
・
青
森
・
三
重
な
ど
か
ら
17
名

が
参
加
さ
れ
ま
す
。

防災無線電話対応サービス
0800-200-3348(通話料無料)

市の防災行政無線(緊急放送)が聞こえ

にくかったときにご利用ください。

９
月
市
議
会
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
29
年
度
４
月

１
日
か
ら
校
区
公
民
館
等
施
設(

日
奈
久
は
南
部
市
民
セ
ン
タ
ー)

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
本
格
的
な
作
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日
奈
久
住
民
自
治
会
で
は
、
５
月
15
日
の
定
期
総
会
に
お
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
に
伴
う
施
設
の
一
部
管
理
業
務
委
託
も
29
年
度
に
開
始
す
る
と
決

定
し
て
い
ま
す
。
日
奈
久
な
ど
先
行
地
域
で
は
、
来
年
１
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
事
務
員
の
募
集
、
選
考
等
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
つ
い
て
、
４
回
に
わ
た
り
セ
ミ
ナ
ー

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
第
１
回
は
、
地
域

づ
く
り
の
先
進
地
と
し
て
知
ら
れ
る
薩

摩
川
内
市
峰
山
地
区
か
ら
講
師
を
招
き
、

セ
ン
タ
ー
設
置
当
初
の
活
動
に
つ
い
て

講
話
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時

11
月
11
日(

金)

10:

00
～

◆
会
場

千
丁
公
民
館

◆
演
題
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
」

◆
講
師

薩
摩
川
内
市

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

德
田
勝
章
氏

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

を
有
効
に
活
用
し
よ
う
」

市
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

※
事
前
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。

◆
問
合
せ

八
代
市
市
民
環
境
部
市
民
活
動
政
策
課

電
話

33-

４
４
３
２

２
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
、
広
報
や
つ

し
ろ
で
随
時
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。

10
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会

で
協
議
さ
れ
た
中
で
記
事
に
掲
載
し
て

い
な
い
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

校
区
民
体
育
祭
は
雨
天
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
。

○
企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会

(1)
「
第
７
回
湯
の
町
日
奈
久
シ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
日
奈
久
宿

泊
が
約
１
３
０
人
、
交
流
会
参
加
が
約

１
５
０
人
。
日
奈
久
住
民
自
治
会
で
は

競
技
会
場
設
営
及
び
片
付
け
、
12
日
の

昼
食
と
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
設
営

及
び
片
付
け
の
応
援
を
す
る
。
ま
た
、

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
に
竹
灯
篭
５
０
０

個
の
装
飾
を
す
る
。

(2)
12
月
23
・
24
日
は
「
２
０
１
６
熊
本

震
災
復
興
ガ
ン
バ
ル
バ
イ
０-

60
サ
ッ

カ
ー
大
会｣

が
開
催
さ
れ
る
。
宿
泊
者
、

交
流
会
参
加
者
は
シ
ニ
ア
大
会
と
同
程

度
。
住
民
自
治
会
は
シ
ニ
ア
大
会
同
様

の
支
援
を
行
う
予
定
。

○
事
務
局
か
ら

南
部
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
プ
レ
ハ
ブ

倉
庫
が
物
品
倉
庫
と
し
て
住
民
自
治
会

管
理
と
な
っ
た
。

6日(日) サツマイモ収穫祭 10:00～
11日(金) コミュニティーセンター セミナー

千丁公民館 10:00～
11･12日 第34回地域づくり団体全国交流会

12日(土)講演会（ゆめ倉庫）9:00～
12･13日 第7回湯の町日奈久シニアサッカー

フェスティバル シー･湯･遊
12日 歓迎レセプション(イベント広場)

15日(火) 日奈久温泉神社秋季大祭
24日(木) 市長マニフェスト報告会

ハーモニーホール 18:00～
住民自治会関係会議等
会場 南部市民センター

11日(金) 町内連絡委員(市政協力員)会 13:30
16日(水) 運営委員会 19:00
22日(火) 広報部会 19:00

香
典
返
し
寄
付
の
お
礼

○
故
黒
川
憲
治
様
（
浜
町
）
ご
遺
族

様
か
ら
故
人
の
意
思
を
尊
重
さ
れ
、

香
典
返
し
と
し
て
日
奈
久
住
民
自
治

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。日

奈
久
住
民
自
治
会

日
奈
久
温
泉
神
社
秋
季
例
大
祭

11
月
15
日
（
火
）

請
前
の
下
西
町
が
新
し
い
趣
向
で
お

祭
り
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
雨
天
の
場
合

は
神
事
の
み
行
わ
れ
、
演
芸
等
は
中
止

に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
２
面
の
広
告
、

ま
た
は
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

浜
田
六
郎
左
右
衛
門
が
温
泉
を
発
見

し
た
の
が
今
か
ら
６
０
７
年
前
。
10
年

後
に
、
市
杵
島
姫
命
を
ご
祭
神
に
お
迎

え
し
、
弁
天
社
が
温
泉
発
見
の
場
所
に

建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
火
災
等

で
何
度
か
建
て
替
え
ら
れ
、
江
戸
時
代

の
文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
10
月
に
現

ご
案
内

八
代
市
長
ロ
ー
カ
ル

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
報
告
会

選
挙
で
掲
げ
ら
れ
た
政
策
の
報
告
会
と

意
見
や
意
思
の
共
有
を
図
る
目
的
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

11
月
24
日(

木)

18:

00
開
演

◆
場
所

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

◆
入
場
無
料

定
員
５
０
０
名

主
催一

般
社
団
法
人

八
代
青
年
会
議
所

雨
の
前
に
除
草
作
業

津
森
小
遭
難
の
碑
公
園

上
野
浩
平
さ
ん
熊
本
か
ら
一
人

レ
ク
サ
ス
「
匠
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

賑
わ
う
湯
の
町

日
奈
久
②

麦
島
勝

写
真
の
世
界

麦
島
勝
さ
ん
は
昭
和
２
年
八
代
生
ま

れ
。
技
術
者
と
し
て
工
場
に
勤
務
す
る

傍
ら
趣
味
の
写
真
を
撮
り
続
け
ま
し
た
。

全
日
本
写
真
連
盟
熊
本
本
部
委
員
、

熊
日
フ
ォ
ト
・
サ
ー
ク
ル
運
営
委
員
を

歴
任
、
現
在
も
フ
ォ
ト
ざ
ぼ
ん
会
長
、

八
代
市
写
真
連
盟
代
表
を
つ
と
め
、
平

成
26
年
に
第
25
回
熊
本
県
民
文
化
賞
、

平
成
27
年
に
は
文
部
科
学
省
よ
り
地
域

文
化
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

市
博
物
館
で
写
真
展
開
催
中(

～
12
／
４)

「日奈久の客馬車｣ 昭和32年7月22日撮影

日奈久港には天草や芦北の佐敷方面からのお客

さんも多かった。パッカパッカと軽快な足取りの

馬車。渋滞の原因ともなったが、なつかしい名物

馬車であった。 (麦島勝さん)

私
が
小
学
生
の
頃
、
３
号
線
は
舗
装
道
路
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
道
路
で
ビ
ー
玉
や
う
っ
ち
ょ
こ
し
（
メ
ン
コ
）

を
し
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
客
馬
車
が
来
る
と
遊
び
は
中
止

し
て
、
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
客
馬
車
の
後
ろ
に

は
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
が
取
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
下
に
は
足
が
乗

せ
ら
れ
る
台
（
踏
み
板
）
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
素
早
く
飛

び
乗
り
ま
し
た
。
い
い
気
持
ち
で
乗
っ
て
い
る
と
、
馬
車
の

お
じ
さ
ん
が
「
こ
ら
あ
、
な
ん
ば
し
よ
る
か
」
と
、
持
っ
て

い
る
ム
チ
で
た
た
く
の
で
、
あ
わ
て
て
飛
び
降
り
た
も
の
で

す
。
怖
か
っ
た
け
ど
、
二
日
ぐ
ら
い
す
る
と
、
ま
た
同
じ
こ

と
を
し
て
遊
び
ま
し
た
。

（
浜
町

本
郷
勇
吉
さ
ん
）

(

訂
正)

10
月
号
「
日
奈
久
の
桟
敷
」
は
昭
和
31
年
４
月
５

日
撮
影
で
し
た
。

校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
中
止
に

在
地
に
移
転
。
明
治
以
降
は
温
泉
神
社

と
な
り
、
日
奈
久
の
氏
神
、
親
孝
行
の

神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
イ
タ
ズ
ラ

馬
越
町

西
村
謙
剛

小
学
校
の
自
転
車
競
技
大
会
が
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
練
習
に
交
通
安
全

協
会
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
と
の
初
対
面
で
「
私
は
馬
越
町
の

西
村
で
す
。
」
と
自
己
紹
介
す
る
と
、

「
馬
越
町
は
ど
こ
に
あ
る
の
？
」
と
尋
ね

ら
れ
ま
し
た
。
馬
越
町
は
も
う
何
十
年
間

も
小
学
生
は
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
少
子
化

時
代
の
流
れ
と
淋
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

家
族
の
営
み
の
中
に
子
育
て
が
あ
り
、

子
育
て
を
中
心
と
し
て
明
る
い
家
庭
が
生

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
は
「
し
っ

か
り
抱
い
て
，
下
に
降
ろ
し
て
歩
か
せ
る
」

と
い
う
子
育
て
を
当
然
の
こ
と
と
し
て
き

ま
し
た
。
日
本
人
と
し
て
品
性
を
後
の
世

に
ど
う
遺
す
か
と
・
・
・
・
。
「
一
年
を

思
う
も
の
は
花
を
育
て
よ
う
。
十
年
を
思

う
も
の
は
木
を
育
て
よ
う
。
百
年
を
思
う

も
の
は
人
を
育
て
よ
う
。
」
と
い
う
先
人

の
「
コ
ト
バ
」
が
生
き
て
い
ま
す
。

馬
越
町
は
鳩
山
、
桜
、
海
水
浴
場
が
あ
っ

て
、
学
校
の
見
知
り
遠
足
、
旅
館
の
客
、

老
若
男
女
の
夏
の
思
い
出
、
ま
た
は
恋
の

生
ま
れ
る
町
で
し
た
。

本
年
度
は
、
熊
本
地
震
の
復
興
に
力
を

入
れ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
晦
日
の

「
火
流
の
彩
」
は
中
止
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
方
々
と

検
討
し
ま
す
。

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会

会
長

今
田
徳
次
郎

読
者
の
広
場

火
流
の
彩中

止
の
お
知
ら
せ

雨
天
で
し
た
の
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

上
野
窯(

日
奈
久
東
町)

の
上
野
浩
平
さ

ん
が
「
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｍ
Ｉ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
熊
本
県
か
ら
一
人
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、

日
本
の
各
地

で
地
域
の
特

色
や
技
術
を

生
か
し
な
が

ら
、
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
に
取
り
組
む
若

き
「
匠
」
が
、
地
域
か
ら
全
国
へ
、
世
界

へ
羽
ば
た
く
た
め
に
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
も

の
で
、
全
国
か
ら
52
名
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。(

主
催:

ト
ヨ
タ
自
動
車
・
レ
ク
サ
ス)

く
ま
モ
ン
の
生
み
の
親
小
山
薫
堂
さ
ん

を
中
心
に
、
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

上
野
さ
ん
は
、
東
京
芸
術
大
学
卒
、

京
都
で
陶
磁
器
づ
く
り
を
学
ん
だ
後
、

帰
郷
。
上
野
窯
の
「
青
磁
象
眼
」
の
技

法
を
受
け
継
ぐ
と
共
に
、
濃
淡
を
出
す

「
朧
象
眼
」
な
ど
独
自
な
技
法
に
取
り

お
ぼ
ろ
ぞ
う
が
ん

組
ん
で
い
る
期
待
の
若
手
陶
芸
家
で
す
。

第
34
回
暮
ら
し
の
工
芸
展
２
０
１
６

で
は
審
査
員
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10
月
23
日(

日)

市
政
協
力
員
、
住
民

な
ど
約
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

小雨が降る前にと、てきぱきと

作業する参加者の皆さん。

◆
日
時

11
月
６
日(

日)

10
時
～
12
時

(

雨
天
時
は
11
月
13
日(

日)

）

◆
場
所

下
図

緑
の
旗
を
目
印
に

◆
参
加
費

１
袋
５
百
円

た
だ
し
２
袋
ま
で

◆
各
自
準
備
す
る
も
の

飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル
な
ど

◆
ト
イ
レ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管:

企
画
イ
ベ
ン
ト
部
会
）

協
力:

ア
グ
リ
日
奈
久

駐車は路上で

お願いします

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭
へ

開
始
時
刻
は
10
時
で
す
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小
中
学
生
が
稲
刈
り
体
験

俳
句
大
会
に

各
地
か
ら
多
数
の
応
募

今
年
は
、
八
代
市
郡
は
も
ち
ろ
ん
県

外
で
は
兵
庫
県･

山
口
県
、
県
内
で
は

熊
本
市
・
玉
名
市
・
合
志
町
・
美
里
町

な
ど
か
ら
１
３
２
０
句
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
９
月
15
日
に
星
永
文
夫
・
前

山
光
則
・
米
村
恒
憲
・
山
下
し
げ
人
の

４
先
生
が
審
査
、
35
名
の
入
賞
者
が
決

ま
り
ま
し
た
。

俳
句
に
取
り
組
ん
で
い
る
日
奈
久
中

学
校
か
ら
多
数
入
賞
者
を
出
し
ま
し
た
。

９
月
22
日(

秋
分
の
日)

ゆ
め
倉
庫
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「おりや句会」に県内各地から34名が参加。

地
震
に
負
け
ん
バ
イ
！

「第
17
回
九
月
は
日
奈
久
で
山
頭
火
」

今
年
も
多
く
の
来
客
が

「
山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク
」
は
９
月
25
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
人

１
７
２
人
、
子
ど
も
８
人
計
１
８
０
人

で
し
た
。

９
時
に
球
磨
川
河
川
敷
公
園
を
小
学

生
男
子
の
元
気
よ
い
合
図
で
ス
タ
ー
ト
。

参
加
者
が
気
持
ち
よ
く
安
全
に
ゴ
ー

ル
ま
で
歩
い
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
６

台
の
救
護
車
に
分
乗
し
た
看
護
師
さ
ん

が
参
加
者
の
体
調
を
見
守
り
、
給
水
ポ

イ
ン
ト
に
十
分
な
飲
料
水
を
準
備
し
、

八
代
市
文
化
祭
参
加
行
事
で
も
あ

る
「
お
り
や
句
会
」
は
、
９
月
22
日
、

ゆ
め
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
奈

久
か
ら
は
吉
田
さ
ん
（
馬
越
町
）
河

﨑
さ
ん(

下
西
町
）
西
村
さ
ん
（
山
下

町
）
が
参
加
。
一
人
三
句
ず
つ
投
句

し
た
中
か
ら
、
参
加
者
全
員
で
選
ん

だ
最
高
得
点
は
八
代
市
の
土
山
淳
子

さ
ん
の
句

「
ち
く
わ
か
ら
覗
け
ば
丸
き
こ
の
世
か
な
」

の
ぞ

賞
品
は
日
奈
久
大
竹
輪
で
し
た
。

「
日
奈
久
温
泉
旅
館
入
浴
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
は
今
年
、
初
め
て
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
期
間
中
に
３
カ
所
以
上

で
入
浴
、
５
個
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し

て
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
松
橋

町
と
氷
川
町
の
方
に
、
日
奈
久
温
泉

旅
館
ペ
ア
宿
泊
券
が
当
た
り
ま
し
た
。

日
奈
久
温
泉
ペ
ア
宿
泊
券
２
名
に
！

☆
大
賞

上
村
益
穂
さ
ん
（
熊
本
市
）

「
身
中
に
地
震
の
棲
み
つ
き
木
下
闇
」

し
ん
ち
ゅ
う

な

ゐ

す

こ
し
た
や
み

◆
日
奈
久
関
係

<

一
般
の
部>

入
選

西
村
毅
さ
ん

｢

階
段
に
昭
和
の
悲
鳴
織
屋
冷
ゆ
」

<

ジ
ュ
ニ
ア
の
部>

選
者
特
選

日
奈
久
中
２
年
小
川
蒼
太
君

「
元
気
よ
く
僕
の
名
入
り
の
鯉
の
ぼ
り
」

秀
作

日
奈
久
中
１
年
谷
口
詩
音
さ
ん

２
年
小
川
蒼
太
君

入
選

日
奈
久
中
１
年
中
山
由
翔
君

２
年
板
倉
正
幸
君

４
月
の
熊
本
地
震
で
、
山
頭
火
が
宿
泊
し
た
木
賃
宿
「
織
屋
」
が
被
災
し
、
今

回
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
日
奈
久
の
復
興
を
願
う
多
く
の

山
頭
火
フ
ァ
ン
・
日
奈
久
を
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
に
に
支
え
ら
れ
、
好
評
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

風
景
を
楽
し
み

風
に
吹
か
れ
て

山
頭
火
ウ
ォ
ー
ク

コ
ー
ス
の
要
所
に
は
交
通
指
導
員
が
立

つ
な
ど
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

温
泉
神
社
駐
車
場
ゴ
ー
ル
に
１
番
に

来
た
人
が
11
時
、
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
た

の
が
12
時
15
分
で
し
た
。

手
作
り
の
お
に
ぎ
り
弁
当(

山
頭
火

弁
当)

を
食
べ
温
泉
で
汗
を
流
し
た
後

は
、
ゆ
め
倉
庫
で
の
抽
選
会
。
全
員
に

賞
品
が
当
た
り
大
変
な
賑
わ
い
で
し
た
。

ま
た
、
歩
き
な
が
ら
作
っ
た
俳
句
の
表

彰
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
お
も
て
な
し
に

感
謝
」
の
言
葉
が
多
く
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

「がんばるぞ-!｣こぶしを突き上げてスタート

日
奈
久
で
一
句

お
り
や
句
会

10
月
15
日
大
明
神
大
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
４
月
の
地
震
に
よ
る

鳥
居
の
損
壊
、
燈
籠
の
崩
落
等
で
復

旧
半
ば
で
す
が
前
夜
の
演
芸
大
会
に

続
く
本
祭
で
す
。

年
々
減
少
気
味
の
参
加
者
と
観
客
。

そ
の
中
で
輝
き
を
見
せ
て
く
れ
た
の

は
や
は
り
子
供
た
ち
で
し
た
。
保
育

園
児
、
小･

中
学
生
に
よ
る
相
撲
が
一

番
の
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

正
に
奉
納
相
撲
な
ら
で
は
の
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

請
元
の
山
下
町
内
の
皆
さ
ん
は
ご

苦
労
様
で
し
た
。

趣
味
の
作
品
を
一
同
に

日
奈
久
美
術
展
終
わ
る

９
月
20
日
、
日
奈
久
小
５
年
生
、

日
奈
久
中
１
年
生
が
稲
刈
り
体
験
し

ま
し
た
。
小
学
生
は
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
、
中
学
生
は
ざ
っ
く
ざ
っ
く
と

刈
り
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
中
に
は

｢

初
め
て
手
に
豆
が
で
き
た
ー
。｣

｢

腰
が
い
た
ー
い
！｣

と
悲
鳴
を
あ
げ

る
生
徒
も
。
収
穫
し
た
お
米
は
精
米

し
て
も
ら
い
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

プ
ロ
の
演
奏
に
魅
了

鼓
和-

ｃ
ｏ
ｒ
ｅ-

ラ
イ
ブ

氏神様へ感謝の日

日奈久温泉神社秋季例大祭
１１月１５日（火）

御祝 もち投げ

夢を叫ぼう 大声あげて大会

地元自衛官奉納ラッパ演奏

大道芸 バナナのたたき売りなど

ジャンケン大会 他 請前下西町

大声あげて大会の
申し込み先

メガネのハヤシダ
38-0537

9時 神事斎行（神社本宮）

10時～ 奉納演芸大会（温泉神社イベント広場・雨天中止）

鶴
寿
会(

塩
北･

塩
南
町
老
人
会)

高
倉
正
澄
さ
ん(

塩
南
町)

地
震
被
害
を
乗
り
越
え
て
、
秋
祭
り
を
楽
し
む

日
奈
久
阿
蘇
神
社
（大
明
神)

秋
季
大
祭

体験を前に白石さんの話を聞く小･中学生

環
境
美
化
推
進
活
動
で

市
が
善
行
者
を
表
彰

鶴寿会の桑原さん(右)と高倉さん

市
は
環
境
美
化
の
推
進
に
関
し
、
著

名
な
功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
環
境
美
化
推
進
善
行
者
と
し
て
表
彰

し
て
い
ま
す
。

鶴
寿
会(

代
表
桑
原
弘
吉
さ
ん)

は

約
30
年
間
、
日
奈
久
温
泉
駅
の
除
草
、

清
掃
を
年
間
６
回
続
け
て
い
ま
す
。

高
倉
さ
ん
は
、
13
年
間
投
棄
ゴ
ミ
を

回
収
し
た
り
、
旧
保
寿
寮
跡
地
の
除
草

等
を
し
て
住
民
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
す
が
プ
ロ
、
大
迫
力
の
演
奏
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
熱
気
で
、
リ
オ
の
カ
ー

ニ
バ
ル
に
い
る
よ
う
で
聴
衆
は
ノ
リ
ノ

リ
で
大
満
足
で
し
た
。

鼓
和
は
Ｔ
Ｂ
Ｓ-

Ｔ
Ｖ
「
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

Ｅ
魂｣

な
ど
に
出
演
し
て
好
評
を
得
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
演

奏
技
術
が
高
く
、
迫
力
と
華
や
か
な
ド

ラ
ム
演
奏
、
楽
し
い
紹
介
や
話
題
で
感

動
的
な
ラ
イ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
は
住
民
自
治
会
、
湯
の
里
日

奈
久
振
興
会
、
ゆ
め
倉
庫
が
主
催
、
市

観
光
振
興
課
、
中
西
町
江
浦
俊
男
様
、

下
西
町
小
早
川
恭
子
様
の
協
力
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

「
織
屋
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

所
有
者
の
お
考
え
で
、
破
損
し
た
レ

ン
ガ
倉
庫
は
解
体
さ
れ
、
「
織
屋
」

は
、
年
明
け
て
か
ら
修
復
予
定
で
す
。

力強く、勇ましく、園児の太鼓演奏

元気な鳴き声で盛り上がった

赤ちゃん土俵入り

第
６
回
目
で
出
品
数
も
増
え
て
，

会
場
を
訪
れ
た
人
は
、
身
近
な
人
の

作
品
に
感
心
し
て
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
会
長
の
本
郷
勇
吉
さ
ん
は
気
軽

に
出
品
を
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

(広告欄)


